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上里  佐野繁子さん  デザイン花壇の紹介！
撮影日：８月９日（土）



　秋まき小麦は７月 14 日から７月 24 日、春まき小麦は７月 25 日から７月 30 日をもって小麦収穫作業の受入れが
無事終了しました。
　小麦収穫期間中は、９台のコンバインで稼働し、９台の庸車が小麦圃場から活汲の麦乾工場まで小麦を運搬しまし
た。天候は順調に推移し生育状況は良く、連日の好天に恵まれ昨年と同様の早さで作業が進み、受入作業を終了致し
ました。
　麦乾工場で受け入れた小麦は、９月下旬頃まで調整作業が行われ、随時、小麦の農産物検査を受検していきます。

品　　種 面　　積 乾麦推定重量 乾麦反収 前年度乾麦反収
きたほなみ 524.95ha 2,973,475kg 9.44 俵 9.71 俵
ゆめちから 162.08ha 923,269kg 9.49 俵 10.04 俵
春　よ　恋 64.09ha 266,523kg 6.93 俵 7.56 俵

令和７年産 小麦収穫受入終了！

玉葱振興会 令和６年産玉葱精算総会を開催！
　８月７日ＪＡ会議室にて津別町玉葱振興会（真木喜一会長）
は、会員 20 名と各関係者７名が参加し、令和６年産玉葱精
算総会を開催しました。
　「玉葱共励会」は、反収部門・歩留部門・L 大率部門にて
総合順位を決定し、第１位 ㈱鹿中農産様・第２位 ㈲真鍋農
産様・第３位 細川直祐様を表彰致しました。
　総会議案については全て承認されました。
　総会終了後、岐阜中央青果㈱青木社長様並びに名畑青果課
長様より　①令和６年産品質の状況について　②各玉葱産地
の情勢について　③令和 7 年産の販売環境について講演を頂きました。
　府県産は作柄不良により佐賀県産を中心に残量は少なく、想定より多くない生産量の見通しから、北海道産は高値
での販売スタートとなりました。
　又、令和７年産の販売に向けては、府県産作付面積の減少から北海道産の需要が高まっており、近年は異常気象に
よる減収等が見られることから、北海道産の周年出荷の需要高まりがあり講和を頂きました。

▲共励会総合第１位　㈱鹿中農場様 ▲共励会総合第２位　㈲真鍋農産様 ▲共励会総合第３位　細川直祐様 ▲講演　岐阜中央青果㈱ 青木社長様

　９月中旬からは令和８年産秋まき小麦の播種が始まります。今年は大豆の生育が平年より早まっている為、大豆間
作小麦を栽培する農家のためにも急ピッチで作業を行っています。
　生産資材課では、秋まき小麦種子きたほなみのフレン
ダ―消毒作業を日通作業員と共に、８月20日から27日
まで行われました。ブレンダー作業は、延べ６日間ほど
で終了し、９月８日～９日頃各農家へゆめちからと合わ
せて配送されます。
　尚、高品質を確保するために播種適期は、（９月23
日）９月末までには播種しましょう。

小麦種子ブレンダー消毒作業を実施！
適期播種は、「９月23日」９月末までに播種する！
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　８月５日ＪＡ会議室にて、津別町農業労働力支援協議会（佐野成昭会長）は、令和７年度定期総会を開催しました。
　令和６年度事業報告として、アルバイターの秋募集は、令和５年度は 18 件でしたが、令和６年度は応募・問合せ
があり、東都生協から５名、明光商事から４名、北野自治会から２名、北見工大留学生２名、馬鈴薯コントラ７名採
用しています。
　12 月に生産者へ令和７年度春・秋労働力需要調査を行っており、ＪＡコントラを含めて受益生産者 春・秋 15 件
の申込みがありました。
　又、昨年 12 月に日甜美幌甜菜製糖所にて、ＪＡおきなわとの意見交換・美幌製糖所視察、前年伊是名製糖所への
出向への返礼として、ＪＡおきなわ職員
１名が日甜美幌製糖所に１ヶ月勤務され
ました。
　令和７年度年度事業計画については、
他産地（ＪＡおきなわ）、他産業（建設
業等）、取引先企業（ＣＳＲ）、外国人材
の活用検討（ＪＡ雇用）、農福連携により、
相手先との具体的な協議、専門業者への
登録、新規就農フェア等により人材確保
を目指す旨の方針が承認されました。

　８月５日ＪＡ会議室にて、広域てん菜戦略推進コンソーシアム（佐野成昭会長）は、令和７年度定期総会を開催し
ました。
　最初に日甜津別原料事務所阿部所長より、今年度のてん菜の作況について、春作業時期は平年並みでありましたが、
６～７月は最高の気温となっていますが生育状況は平年並みとなっており、褐斑病が早期から出ていて発生量も多い
為、早期防除が必要ですと報告を受けました。
　令和６年度事業報告として、収穫面積
146.72ha で（前年度 126.83ha）となっ
ています。
　令和７年度事業計画として、令和７年
産面積は、142.75ha（内コントラ直播
47.21ha）を予定しています。
　ニッテンより令和７年度みらい基金へ
の助成申請内容についての説明した後、
ＪＡオホーツクあばしり　板垣専務より閉
会挨拶をいただき総会を終了致しました。

　８月 28 日ＪＡ会議室にて９名出席のもと、令和８年産秋まき小麦の播種前講習会を開催しました。農産課より、
令和７年度小麦作況結果の説明の後、網走農業改良普及センター美幌支所 河田普及職員より講習内容として、津別
町小麦の収量増加に向けて「令和７年産の秋まき小麦を振り返り今後に活かす」内容の説明頂きました。
　令和８年産の小麦播種に向けて、安定確収のため、越冬前の葉数・茎数確保のポイントとして、適期適量は種・は
種精度の確保・越冬耐性の確保（主茎葉
齢　5.5 葉前後）の重要性の説明を受け
ました。
　又、小麦の分げつ出現時期が収量に及
ぼす影響や品種間の格差により、越冬前
の茎数確保の重要性と効果的な秋まき小
麦の赤さび防除による温暖化で高温で多
発する赤さび病の問題点の説明を受けま
した。

令和７年度 津別町農業労働力支援協議会定期総会を開催！

令和７年度 広域てん菜戦略推進コンソーシアム定期総会を開催！

令和８年産 秋まき小麦播種前講習会を開催！
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　７月15日津別町大豆生産組合（藤原広伸組合長）は、
大豆収穫最盛期に備え大豆組合員参加のもと、コンバイ
ン８台のオイル交換を中心に整備を実施しました。
　令和７年産大豆の収穫予定面積は、326.74ha（前年：
305.38ha）21.36haと前年より増えており、収穫時期が
例年より早まる事を想定し準備を進めています。
　又、コンバインの取扱いについて、講習会も併せて実
施しました。
　尚、コンバイン整備終了後、21世紀の森キャンプ場に
場所を移して慰労会を実施し組合員間の交流を深めまし
た。

　８月27日津別中学校では、中学２年生の総合学習として「農業体験」が取り組まれており、２日間の農業体験を
行う予定となっています。
　その前段として、津別中学校にて、生徒17名の出席のもと総務部営農課 岩川係長が講師を務め事前学習としての
講座を行いました。
　講座は、中学２年生の総合的な学習の時間において「地域から学ぼう～津別の農業の現状を知る」をテーマに学習
することを目的に「北海道・津別の農業の実態と課題を学ぶ」と題して進められました。
　※講座内容　①津別町・北海道農業の特徴　②ＪＡつべつ・ＪＡグループ北海道の役割
　　　　　　　③「力強い農業」と「豊かな魅力ある地域社会」
　この講座には、農家組合員の生徒さんも４名おられ、生徒の皆さんから多くの質問事項がありました。
　◇農業の人手不足への具体的な対応策は？　◇地球温暖化が進む中、どの様な対策があるか？　◇農産物が不作
だった時の共通する条件は？　◇学生で農業をしている人はいるのか？　◇米は何故値上がりして高いのか？　◇津
別町全体で農業収入はどれ位あるのか？　
　生徒の皆さんから受けた質問に対し、岩川係長からお答えし興味深く聞いているのが印象的でした。
　今後は、実習農家先として　①柏葉ファーム様（オーガニック牛乳）　②希来里ファーム様（畑作４品+そば）　
③近藤　樹様（畑作４品+玉ねぎ）にて、仕事のやりがいや厳しさを体感し、津別町の基幹産業である農業を通じて、
ふるさとと津別町の未来を考える機会として９月に２回の農業体験を予定しています。

大豆生産組合　大豆コンバイン整備を実施！
「大豆収穫の最盛期に備えて！」

令和７年度　津別中学校出前授業を開講！
「農業体験の事前学習講座」

▲講師　営農課　岩川係長
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　７月３日ＪＡつべつ女性部フレッシュ・ミ
ズは参加者４名により、今年から新たに夏の
交流会として企画され試行的に実施された令
和７年度オホーツクＪＡ女性協が主催する
「フレッシュ・ミズ夏期交流会」に参加しま
した。
　この交流会は、オホーツク管内のフレミズ
部員が一堂に会し、単組を超えた部員課間の
交流を図り、管内のフレミズ仲間を増やすこ
とを目的に開催されます。

　全体の参加者は、80名で開会式の前に中央会事務局：
井上さんより「持続的な事業運営に向けた事業ならびに会
費等の見直しについて」の説明がされました。
　大田部会長の開会挨拶の後、研修「気軽におしゃべり
フェス」と題して、田宮副部会長・中川委員の進行により、
各グループに分かれ（午前の部・午後の部）交流しました。
　最後に田宮副部会長の閉会の挨拶により、楽しく有意義
な交流会を無事終了しました。

　７月17日ＪＡ女性部フレッシュ・ミズ（堂藤友世会長）は、参加者６名により日帰り研修会を実施しました。
　オホーツクビーンズファクトリーでは、八十嶋豆類施設課長より平成30年に14ＪＡにより調製施設の建設された
経緯と豆調製施設の概要の説明を詳しく受けた後、施設内（色彩選別機・形状選別機・金属検出機・手選別作業室・
保冷倉庫等）の見学をしました。
　参加者からは、黒大豆の取扱いがなくなった経緯や豆類種子の取扱いがあるのかといった質問がされ有意義な研修
会となりました。
　又、よこやま果樹園では、「さくらんぼ狩り」で楽しい時間を過ごしました。

令和７年度　オホーツクＪＡ女性協
フレッシュ・ミズ夏期交流会を開催！

ＪＡつべつ女性部フレッシュ・ミズ日帰り研修会を実施！
「オホーツクビーンズファクトリー」「よこやま果樹園」

JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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　８月 22 日主催関係者含む 26 名の出席のもと、スマート鳥獣害対
策の講習会を開催しました。津別町有害鳥獣被害対策協議会におけ
るスマート（農業）鳥獣害対策実証事業は、赤外線センサーと忌避
音発生装置（超音波スピーカー）による有害鳥獣（鹿）追い払いに
ついて実証を行っていますが、あわせて周囲に「くくりわな」を設
置し、農業被害の減少に向けた有効性を検証する事としています。
　今回は、特定非営利活動法人ファーミングサポート北海道より、
原田、菅野両氏が講師となり、「くくりわな」を実際に設置する実技
講習を行い、その有効性を確認すると共に「わな猟」資格を有しな
い猟友会員、ならびに農家組合員に対しては狩猟資格取得の推進が
行われました。
　講習会で使用された「くくりわな」は、約２万５千円 / １基程度
の価格ですが、破損しない限り複数回使用する事が可能です。

　８月８日ＪＡ会議室にて、生産者 10 名、アドバイザー３名、カルビーポテト２名、㈲だいち１名、ＪＡ４名、合
計 20 名の出席により、令和７年産加工馬鈴しょコントラ収穫全体会を開催しました。
　ＪＡより、令和７年度の馬鈴薯コントラ播種実績について、播種面積　60.74ha（前年 52.76ha）が、５月６日～
５月 23 日で終了したことの報告がありました。
　協議事項として、①令和７年度馬鈴薯コントラ収穫予定面積　100.14ha（前年 94.29ha)　②令和７年度馬鈴薯コ
ントラ収穫体制（緊急連絡網・馬鈴薯収穫業務担当表・馬鈴薯コントラ事業実施要領）の確認をしました。最後にカ
ルビーポテト㈱　本田支所長より、加工馬鈴薯の作況状況等の報告を頂き、会議を終了しました。

　今年も猛暑が続いていましたが、８月 28
日は、21 度と気温も和らいだ中で、ＪＡ活
汲事務所倉庫群の一角に設けられた家畜の碑
を前に、ＪＡ役職員・酪農振興会・肉牛振興
会関係者 17 名が集まり、福王寺住職により
お経があげられる中「家畜の碑慰霊祭」がし
めやかに執り行われました。

スマート鳥獣害対策にかかる講習会を開催！

令和７年産　加工馬鈴しょコントラ収穫全体会議を開催！

「家畜の碑」を前に「慰霊祭」しめやかに執り行う！
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９月中旬から10月中旬までの営農技術について
畑　作　物

【秋まき小麦】
コムギ縞萎縮病の発生が拡大しています。特に発生圃場での連作は避けて下さい。
　播種作業は砕土・整地を丁寧に行い、播種深度が一定になるようにローラを掛けてから播種するなど
の工夫をして下さい。

播種種深度3㎝厳守
　深播になると発芽後深さ３㎝の所で再度根を出すため大きくエネルギーを奪われてしまい生育が遅れ、
遅まきと同じことになります。
　本年も縞萎縮病の発生が多く見られました。直接的な防除対策がないため、既発生圃場に秋まき小麦
を作付けしなければならない場合は、極端な早播きは避け、播種適期（９月23日）９月末までに播種を
行って下さい。春の黄化症状をいくらか軽減できます。激発圃場ではフロンサイドの播種前土壌散布で
軽減する技術もあります。
　大豆間作栽培については、発芽後越冬するための力は蓄えていますが、越冬後、すぐに吸収できる窒
素が土壌にあるかどうかが、その後の生育に大きく影響します。
できる限り越冬前に基肥3要素を含む肥料を施用することが重要です。

※令和7年産小麦の生育について
　令和7年産の秋まき小麦は、播種時期はやや遅れましたが、縞萎縮病を抑制するほどではなかったよ
うです。越冬前の生育は平年並みで、越冬期間の気温もほぼ平年並みとなりました。このため融雪期も
平年並で4月中旬に気温が平年を上回ったものの、５月上旬からの干ばつ傾向により生育は停滞しまし
た。
　以降の気温は6月上旬から平年を上回る気温となり、降水量が平年を下回
ったことで出穂は遅れました。6月中旬にまとまった雨があり、乳熟は平年
より早まり、登熟は進み７月14日に収穫が始まり、7月25日に収穫は終了し
ました。収穫が早まったため収量、品質が低下しました。
　その要因として縞萎縮病の多発と、登熟時期の降雨不足が大きく影響して
いるようです。縞萎縮病影響としては、春先の黄化症状以降その茎は衰退し
てしまい、新たに分けつが多量発生することから、登熟日数が少なく成熟し
てしまったことが細麦に影響したものと考えられます。また、圃場によって
は葉枯性の病害（葉枯病、ふ枯病、さび病、うどんこ病等）の発生が見られ、
実の充実が図れなかったようです。
　今後は、止葉期からの葉枯症等の防除対策も検討しておきましょう。 乳熟初期に発病したふ枯病
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【豆　　類】
大豆のコンバイン収穫
（１）収穫前の準備

これからの季節は、日を追って降雨などにより作業条件が不安定になります。本年の大豆の生育

は平年より早まっています。大豆のコンバイン収穫にあたっては、収穫適期を逃さないよう準備を

進めて下さい。汚粒の原因となる雑草やわい化病株は、収穫前に完全に抜き取る必要があります。

（２）コンバイン収穫の適期

大豆のコンバイン収穫適期は、子実水分20％以下、茎水分40％以下になった時です。汚粒発生

を防止するため、晴天の日中（午前11時頃から午後４時頃まで）に収穫するようにして下さい。作

業速度は0.8m/sを目安とし、試し刈りにより汚粒の発生程度を確認します。茎水分は、気象条件

や土壌条件により40％以下に達しない場合がありますが、茎表面に「ぬめり｣がなく、かつ子実水

分20％以下の時、汎用コンバインは茎水分55％以下であれば汚粒も少なく収穫できます。水分が

高い時は、刈り高を12cm程度で高刈りする必要があります。

小豆・菜豆の脱穀調整
（１）小豆は年によって葉が先に落ちる場合と、莢が先に熟し葉落ちが悪い年があります。それぞれ収

穫のタイミングが難しいですが、脱穀時の子実水分は、小豆で熟莢率100％で16～18％、金時で

熟莢率100％で18～26％、手亡で18～20

％として下さい。

（２）脱穀機の回転数は豆類の種類や粒の大き

さによって調整し、割れなどの損傷を防ぐ

ようにして下さい。

夏まきそば
　小麦収穫後にそばを播いて栽培している方は、春まきそばと違い、温度が高い時期に生育するためそ

ばの生育が旺盛となります。発芽が早いだけでなく、

草丈が低いうちに開花し始めます。そばは草丈と収量

に関連はあまり無く、開花する時期の温度が影響して

きます。気温が下がり始める時期の開花となりますの

で結実率も向上します。　

　但しこの時期ヨトウムシ類の発生も高まりますので

圃場観察を行い、早期に防除を行って下さい。

ヨトウムシ防除例

薬剤名 散布倍率 使用回数 使用時期
フェニックス顆粒水和剤 2000～ 6000倍 2回 7日前まで
プレオフロアブル 1000～ 2000倍 2回 前日まで

9月中下旬、葉も花もヨトウムシに食い尽くされたほ場
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報
告
事
項

　

①
令
和
７
年
７
月
末
財
務
状
況
に
つ
い
て

　

②
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

　

③
連
合
会
の
配
当
と
事
業
割
戻
し
に
つ
い
て

　

④
令
和
６
年
産
共
計
玉
葱
の
本
精
算
に
つ
い
て

　

⑤
令
和
７
年
度
基
本
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

⑥
特
定
組
合
員
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

⑦
融
資
実
行
状
況
に
つ
い
て

　

⑧
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に
つ
い
て

　

⑨
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
状
況
に
つ
い
て

　

⑩
令
和
７
年
度
上
期
内
部
監
査
（
審
査
）
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

⑪
貸
出
条
件
緩
和
債
権
に
か
か
る
基
準
金
利
の
設
定
に
つ
い
て

　

⑫
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

⑬
各
作
物
の
状
況
及
び
生
産
者
団
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　

⑭
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て

付
議
事
項

　

議
案
第
１
号　

共
同
計
算
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て

　

議
案
第
２
号　

令
和
７
年
度
農
産
物
取
引
に
伴
う
基
準
金
利
に
つ
い
て

　

議
案
第
３
号　

子
会
社
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　

議
案
第
4
号　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
に
伴
う
確
約
書
の
提
出
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

①
子
会
社
の
対
応
に
つ
い
て

　

②
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
長
期
計
画
の
作
成
に
つ
い
て

　

③
情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
事
業
に
つ
い
て

第
七七
回
理
事
会
報
告

令
和
７
年
８
月
28
日

開
催
日

第４回　パークゴルフ大会

開 催 日：令和７年８月21日（木）
開催場所：豊永　さくら・えぞ松コース

優　勝：土屋　　昇（105）　５　位：細川　順弘（107）
準優勝：古澤　秀明（105）　６　位：三島　宏章（107）
３　位：阿部　八郎（107）　７　位：池田　康博（108）
４　位：相馬　　有（107）

優　勝：佐藤　朝代（117）　５　位：藤原　清恵（120）
準優勝：斉藤　清子（118）　６　位：篠原由記子（121）
３　位：佐野　信子（119）　７　位：村田　芳江（121）
４　位：赤池　奎子（120）

●ホールインワン賞（４名）
　阿部　八郎　　細川　順弘　　斉藤　清子　　赤池　奎子

男
性
の
部

女
性
の
部
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津別町農業協同組合 金融共済課
☎0152-77-3170
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『家の光』 増刊号
2026年 家の光 家計簿 日記付き
●定価 660円（税込）　（11月1日発行）

◎今年度より増刊号として家計簿のみの販売をします◎
（『家の光』12月号に別冊付録としては付きません）

お申し込みはお近くのJAへ
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『家の光』 増刊号
2026年 家の光 

家計簿 日記付き

切 り 取 り 線

JA・JA女性組織・JA中央会・家の光協会

●ご記入いただいた個人情報は、注文以外の用途には
　使用いたしません。

ＪＡ　　　　　　　　　　　　　　　　御中
年　　　月　　　日

２０２６年 家の光家計簿を購入します。

お 名 前　

ご 住 所

電話番号　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

ふ り が な

必要事項を記入し、希望する支払方法を〇で囲んで
ください。

支払方法
　　　  JA口座より振替

　  　　　　　       現　　金
〒　　　　  　　‒

2026年 家の光 家計簿  申込書

　年齢とともに増える「もの忘れ」。
その原因は、記憶をコントロールす
る「海馬」と、言葉を話す、判断する
などの働きに関わる「前頭葉」の機
能の衰えです。
　認知症専門医の長谷川嘉哉さん
は、25年間手書きで日記をつけ、脳
の活性化のために「手で書く」こと
を勧めています。書くことを考えると
きに「覚える」「脳に保存する」「思い
出す」過程で海馬に刺激を与え、文
字を書くことで前頭葉の機能を鍛
えます。
　脳を鍛え、毎日を前向きに過ごす
ために、書き方のコツを伝授します。

「わが家の主な行事と予算」、「家族の10
年ライフプラン」の2つのシート、もらい
物・贈り物の控え、医療費控え、今月家
計に使った自家生産物の記入欄など、家
の光家計簿ならではの構成は変わりま
せん。

記帳欄、

日記欄などは

従来と変わらず。

記入しやすい !

自給・ライフプランで暮らしを築く

書くことで脳を活性化！！
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9月16日 火 10月 1日 水 経営会議

17日 水 北海道カボチャ自動収穫コンソ会議 2日 木

18日 木 企画会議　年金友の会パークゴルフ大会 3日 金

19日 金 4日 土 第一閉庁日

20日 土 5日 日

21日 日 6日 月

22日 月 7日 火

23日 火 秋分の日 8日 水

24日 水 四半期監査（～25日） 9日 木 年金友の会ゲートボール大会

25日 木 10日 金

26日 金 11日 土

27日 土 12日 日

28日 日 13日 月 スポーツの日

29日 月 理事会 14日 火

30日 火 監査代替的調査（中央会）～10/3 15日 水

99月下旬・月下旬・1010月上旬の主な行事月上旬の主な行事

上里　佐野繁子さん　デザイン花壇の紹介！上里　佐野繁子さん　デザイン花壇の紹介！

佐野家 ひ孫『るい』君の誕生を祝して！佐野家 ひ孫『るい』君の誕生を祝して！
　上里の佐野繁子さん（96 歳）のデザイ
ン花壇を紹介します。昭和 54 年から花
壇づくりをされていて、今年で 46 年目
を迎えました。
　昨年は、４年に１回開催される『パリ
オリンピック』をモチーフに日本選手の

「活躍」と長期化する戦争の早期終結を
祈願し「PARIS」と「五輪マーク」とい
う文字に願いを込めて大きく表現されま
した。
　今年は、お聞きしますとひ孫が 13 人
いるそうで、佐野家待望の男の子ひ孫『る
い』君の誕生と成長を祈願して、花壇づ
くりをされたそうです。今年も素敵な花
壇を拝見させて頂きました。
　８月８日には、道東テレビの取材を受
けており、家族の協力に感謝しながら来
年も花壇づくりを続けていくそうです。 ▲佐野　繁子さん ▲昨年の作品
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